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５月から駅前花壇がリニューアル！ 
 

2018年 蒲田駅前花壇 
春花壇のデザイン画 

花壇の植替えの季節が近づいてきました。５月から始まる植替えに向けて大森南、
南久が原それぞれの圃場では４月にポット上げを行い、両圃場スタッフの日々奮闘
による育苗が始まります。 
「春から夏のテーマ」は花壇会議で話し合われ、そのテーマを基に花壇をデザイン
していきます。では、今年の春夏の花壇デザインのほんの一部をご紹介します♪ 

 
＊蒲田駅前花壇 

蒲田駅東口あやめ橋花壇（北側５つ）は小宮さんと白木さんの案による「華やぐ夏への競い合い」です。南口花壇

は後藤さんの案による「プチ美えいの丘をめざして！！」というテーマ。初めての花をいくつか試みてみました。  

大森南圃場で、種から大事に育てていきます。それぞれのテーマからイメージを膨らませ、楽しく植付に臨みます。  

５月、通りすがりの人が振り向いてくれたら咲き誇る新しい花たちは大満足することでしょう。 

2018年 蒲田駅前花壇 
春夏花壇のデザイン画 

＊大森駅前花壇 

大森駅前花壇の共通テーマは「道行く人に幸せを届ける花の園」です。北岡さん、井部さん、中西さんが今回  

デザインを担当しました。一年中賑わいの多い大森の地域の方に楽しんでいただけるよう、また広いバス通りに面し 

大勢の方の目に触れる花壇に、街が明るくなる花々を咲かせたいと思っています。 

2018年 大森駅前花壇 
春夏花壇のデザイン画 
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平成29年度最後の月、 

３月の活動をご紹介します♪ 

海苔付けに挑みました 3/5（月）大森 海苔のふるさと館 

 

 

 

３月５日暴風雨の中18名の方が大森 海苔のふるさと

館に集合し、海苔付けに挑みました。先生は当会会員

の田中久男さん、田中國男さんです。 

 

できることがわかりました。今回特別に４枚の海苔を作る 

ことができました。早速、７日の大森南圃場の休憩時に  

おいしく頂きました。（阿部敏章） 

 

 

 

海苔切りに始まりいよいよ海苔付けです。

両先生ともいとも簡単にやっていましたが

海苔の厚みを均一にするのが非常に難し

い作業です。次に海苔乾しです。これもた

だ縦板にかければいいというものでなく、 

きっちりと隅を揃えないとひし形の海苔が 

できることがわかりました。 

 

 

第17回「エコフェスタワンダーランドin蒲田」に参加して 2/25(日）大田区立おなづか小学校 

 

 

 

２月最後の日曜日に開催されたエコフェスタワンダーラン

ドで、私たちは「レースペーパーサシェを作ろう」のお手伝

いをしました。曇天で寒かったせいか朝は来客も少なか

ったのですが、昼前後から主に小学生が続々と来てくれ

て、ラベンダーを触って「いい匂い」と声をあげたり可愛い

シールを選んだりと顔を輝かせていました。120ほど用意

された材料も15時前にはなくなるほど盛況でした。 

 

昨年11月に入会したばかりで右も左も分からない自分で

したが、今回初参加のイベントは花の世話ばかりでなく 

環境、エコなどもっと大きなテーマがあることを知る一端と

なる大変有意義な一日でした。これからも限りある自然に

感謝しつつ、花、緑を身近に感じられる心に潤いのある

生活を目標に、いろいろな活動に参加させて頂きたいと

思います。（大林利恵） 
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今回の区民応募者対象の連続講座「矢澤塾inおおた」は、

前回の矢澤先生の予告通り「世界でひとつの花づくり体験

講座」。交配する花はビオラです。「花粉もメシベの穴も小さ

くて見えない」参加者は「私は虫！」と、自分が虫になったつ

もりでメシベに交配しました。その間会場はシーンと静まり 

返り、皆作業に集中していました。 

４月には種採り、秋に種まき、来年

の春に花を咲かせるまで、どんな 

花が咲くのかわかりません。今から

ワクワク楽しみです。(内田秀子) 

各ブースの様子 

プレゼンテーションの様子 

矢澤塾 in おおた（18色の緑づくりステップアップ育成講習会） 3/15（木）矢口特別出張所 

 

  

 

 

「世界でひとつの花を作ろう！」 

矢澤塾 for 大田・花とみどりのまちづくりに参加して 3/15（木）入新井集会室 

 

  

 

 

親株となるビオラの花びらに受粉させる(他の色) 

花びらを虫の気分になって？！花粉を送りました。

細かく見えない部分があって難しい事がありました

が、受粉完了！交配して取れた種を９月中旬に  

蒔きます。どんな花が咲くのか楽しみです。 

（小仁恵子） 

 

環境フォーラム2018「大人のかんきょう楽校」 3/10（土）池上会館 

 

 

 

今年度は毎月の充実したミーティング（８回）を経て、参加団体皆で運営費用をまかない、実行委員会形式で行いました。 

プレゼンテーションには初めて区内企業２社も参加してくださって、私たちの生活の見直しも考えさせられました。 
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ポールウォーキング講習会では最初に木谷先生から 

①ポールウォークの２本のポールは杖ではありません。

スキーのストックのように歩くきっかけを作るものです。 

②ポールをしっかり握らず軽く持って腕を振って姿勢を 

正して歩きます。 

③皆で集まって景色や花、緑を楽しみながら健康を維持

します。 

という指導を受けて、経験者グループは早速公園を散策。

一方、初心者グループは広場で歩く練習をし、最後に二人

一組でお互いを紹介しあって楽しく広場を歩きました。 

自己流でただただ歩くのではなく、区内のいろいろな所を

皆で２本のポールを使って散策するのは楽しそう！！  

ポールウォーキングの人気がわかりました。(内田秀子) 

みどりの縁側・今月の活動 より 

 

 

 

◆「森deポールウォーキング」“魔法の二本杖”で楽しくあるきましょう  

3/13(火)講師：木谷道宣氏（一般社団法人木谷ウォーキング研究所代表理事） 

＜今月の会員だよりの同封物＞ 

◆活動カレンダー ◆「みどりの縁側」だより４月号  

◆「せせらぎセミナー」チラシ  

◆活動アンケート（会員のみ） 

◆「みどりの縁側」４月スタッフシフト表（会員のみ） 

◆大森南圃場日直・当番表（圃場活動登録者）   

◆年会費納入のご案内、振込用紙（会員のみ）  

◆緑のカーテン講習会チラシ（会員のみ） 

◆ボランティア保険のご案内（2018年度版） 

◆ボランティア保険加入証コピー 
    （当会で加入された方のみ） 

（注）用紙右下の欄に記名をお願いします！     

 

 

スタッフ募集のご案内 ※ご協力いただける方は活動アンケートの「参加」に○をつけて

提出してください。多くの方の参加をお待ちしています。 

 

 
 

企画内容：「英字新聞でミニポットを作り 
多肉植物を植えよう」 

*４月 29 日（日）午前 10 時～午後３時 

*スタッフは午前９時に多摩川大橋緑地 
（多摩川小学校下の河原）集合 

*雨天時は多摩川小学校にて実施。 
 （担当：緑のイベント 堀﨑英孝） 

 

 
 

 
企画内容：「体験してみよう！みどりの 

カーテンで過ごす爽やかな夏」  

* ４月22日（日）午前10時～午後12時 

★鵜の木特別出張所２F会議室 
* ４月22日（日）午後２時～午後４時 

★大田区役所２Ｆ 201、202会議室 
◎スタッフ集合時間は活動アンケート参照 

 

  
 
   

会員だより３月号に「ボランティア保険のご案内」を

同封いたしましたが、30年度の補償内容が29年度 

までのものと若干変わりましたので、最新のものを 

同封いたします。ご確認ください。 

当会が加入するのは「天災Aプラン」です。 
 

 

今回「年会費納入のお願い」を同封しています。 

平成30年度も会の趣旨にご賛同

いただき、ご支援ご協力くださいま

すよう、どうぞよろしくお願いいた

します。 
 


